
　日ごろの消防防火活動における功績が認められ、次の皆さんが各種表彰を受賞されました。（敬称略） 

○岐阜県知事表彰 
【 
【 
【 
【 

特 別 表 彰 旗  
永 年 勤 続 功 労 章  
勤 続 功 労 章  
功 労 章  

笠松町消防団 
藤井 嘉明 
藤井 嘉明 
大月 宏文、山下 孝之、外村 雄治、堀 佳裕、西山 国男 

】 
】 
】 
】 

○笠松町長表彰 
【 
【 

特 別 功 労 章  
功 労 章  

森 康行、山田 誠、田島 一樹、加藤 寿久 
西山 国男、栗山 喜代司、廣瀬 正道、後藤 良則、今村 大介、下鍛治 学、 
岡田 博 

】 
】 

○日本消防協会長表彰 
【 
【 

功 績 章  
勤 続 章  

河合 秀三 
河合 秀三、伏屋 幸一 

】 
】 

○岐阜県消防協会長表彰 
【 
【 

功 績 章  
勤 労 章  

 
（ 2 0 年 ） 

（ 2 0 年 ） 
（ 1 0 年 ） 
（ 5 年 ） 

岩田 幹男、栗山 喜代司、伊藤 亨、後藤 良則、岩井 康哲、松原 茂洋 
田島 直樹、中子 浩二、葛谷 郁浩、山田 喜弘、石田 輝雄 

】 
】 

○羽島郡消防協会長表彰 
【 
【 

功 労 章  
功 績 章  

外村 雄治、岩田 幹男、松原 茂洋、松原 幸義、松原 孝、河合 宏幸 
中村 寿一、杉山 善朗、竹市 茂紀、安田 達也、大藤 祐揮 

】 
】 

笠松町消防団長表彰 
【 
【 
【 
【 

 
【 
【 

勤 続 章  
勤 続 章  
勤 続 章  
功 労 章  
 
功 績 章  
精 績 章  

田島 直樹、中子 浩二、葛谷 郁浩、山田 喜弘、石田 輝雄 
外村 雄治、岩田 幹男、松原 茂洋、河合 宏幸、松原 幸義、松原 孝 
野村 鉄平、杉山 善朗 
竹市 龍治、中村 寿一、大藤 祐揮、磯部 仁志、竹市 茂紀、安田 達也、 
武山 知幸 
小野 主税、後藤 孝心、田口 智昭、廣瀬 公紀 
仙石 直城、小早川 雄紀、都築 徹、荒深 健吾、南谷 聡太、林 浩司、 
川上 佳依 

】 
】 
】 
】 
 
】 
】 

　12月4日、町赤十字奉仕団下羽栗分団の皆さ
んが役場を訪問され、古田町長に「公共施設で
お使いください」と手作りぞうきん110枚のほか、
町と社会福祉協議会に寄附金を手渡されました。 
　これは、下羽栗分団が事業の一環として毎年
実施しているもので、手作りぞうきんは各公共施
設に配布して清掃活動に、町と社会福祉協議会
への寄附金は、今後の地域福祉の向上のため
に活用させていただきます。 

　12月22日、優れた教育内容と積極的な実践教
育で成果を上げた県内の小中学校を表彰する「令
和2年度岐阜県優秀校表彰（岐阜新聞社主催）」
において、優秀校に選ばれた笠松中学校の代表
生徒が古田町長に受賞を報告しました。 
　ICTを活用した授業動画の配信と学習、リモ
ートを活用した広島復興研修、各クラスにおける
SDGsに関する取り組みなど、特色ある取り組み
が評価されての受賞となり、その実績を誇らしげ
に語る代表生徒の姿が印象的でした。 

　12月16日、笠松町政策アドバイザー（第2号）に
獅子門道統四十一世（※）の大野鵠士さん（東
陽町）が就任されました。大野さんは「獅子吼」
主宰や岐阜県連句協会会長としても活躍されて
おり、今後は、文化や歴史、教育などの分野にお
いて専門的な見地から指導や助言をいただきます。
大野さんは「笠松町に生まれ育ち、多くのご縁で
つながっている。自分の知識や経験を活かしたい」
と、抱負を語られました。 
※獅子門は、松尾芭蕉や各務支考が県内を中心に広めた連句の

世界を現代に受け継ぐ一門で、道統は一門の統率者をさします。 

専門分野のノウハウを政策に 
政策アドバイザー委嘱式 

　12月25日、岐阜工業高等学校デザイン工学科
の皆さんより、手作りの足踏み式消毒スタンドを大
小あわせて13基寄贈いただきました。 
　1月10日に行われた「二十歳の集い」の会場で
も活用させていただき、感染者をだすことなく、安
全に新成人の二十歳の門出を祝うことが出来ま
した。寄贈いただいた足踏み式消毒スタンドは、
公共施設やイベント会場などで引き続き活用し、
新型コロナウイルス感染拡大防止に役立てさせ
ていただきます。 

岐阜工業高等学校より手作りの 
足踏み式消毒スタンドが寄贈されました 

町赤十字奉仕団下羽栗分団が 
ぞうきんの寄贈と寄附 

消防表彰 

高齢者叙勲（瑞宝双光章）受章　森 秀男さん 

令和2年度岐阜県優秀校に笠松中学校 

　森 秀男さん（北及）が教育功労で高齢者叙勲（瑞宝双光章）を受章さ
れました。 
　森さんは、昭和30年4月に中学校の教諭に就任されて以来、各地の学校
で生徒一人ひとりの個性を大切にされるとともに、温かく抱き止め、情熱ある
指導を重ねられました。 
　また、県教育委員会において芸術文化を担当され、県美術展、県芸術祭
などの各行事では、企画や資料収集に県下全域を駆け回るなど、大事業の
成功にご尽力されました。 
　昭和56年4月には、町立松枝小学校の教頭に着任され、児童を地域で見
守り育てる意識の醸成に努められ、昭和60年4月からは、県内の中学校長
や社会教育委員などに就任され、教育の振興、発展に広く貢献されました。 

まちの話題 

令和3年2月号 
第1125号 4 令和3年2月号 

第1125号 5


